
重厚かつ精密な音の振る舞い
新世代ジャーマン・サウンドが完結
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●型式：3ウェイプレッシャーチャンバー型●基本デ

ザイン：バスレフ型●定格入力：500W●ダイナミッ

クパワー：800W●再生周波数帯域：18Hz～

65kHz●クロスオーバー周波数：160／3,100Hz

４：スンダーピンイ●Bd88：）m1/W1/Bd（ 率能●

Ω●トゥイーター：quSENSEリボン型●ミッドレンジ：

180mm Ø ALTIMA×２●ウーファー：265mm Ø 

ALTIMA×２●レベルコントロール：ウーファー＝±

2dB、ミッドレンジ＝±2dB、トゥイーター＝±2dB●

サイズ：320W×510D×1,450H㎜●質量：

80.7kg（1本）●取り扱い：ネットワークジャパン

（株）
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D e t a i l s

QUADRAL

AURUM TITAN9
スピーカーシステム

¥3,500,000（ペア・税別）

2018 SPRING

ドイツを代表するスピーカーブランドのひとつであるクアドラル。同社のハイエ

ンドラインであるオーラム・シリーズが全ユニットを新設計し、第９世代へと大幅な進化を遂

げた。この第９世代の新シリーズは、本誌の166号にてフロア型の中核を担う「RODAN9」

と、ブックシェルフ型の「SEDAN 9」をそれぞれ紹介している。そして今回、同シリーズの象

徴である最高峰「TITAN」の第９世代モデルが本誌に登場する。1981年の誕生以来のロ

ングセラーフラッグシップが、クアドラル史上最も大きな進化を遂げている。その魅力を小原

由夫氏がレポートする。

P r o f i l e

新開発のリボントゥイーター。従来に比べ、垂直方向

を短くし、水平方向の幅を拡大。65kHzまでの超低

歪な高域を実現
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本機のリア部。３ウェイ

の各帯域ごとにアッテ

ネーターを装備し、それぞ

れ±２dBの設定が可能

内部は各パートを連携させ

ることで、ダイヤフラム前面

と、背面の負荷を完全にバ

ランスさせることに成功

新開発のウーファー。ダストキャップを無くすことで、

繊細さやダイナミックな再現性が大幅に向上。アル

ミダイキャスト製のバスケットも新設計
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